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▷全体構成

▷のきのば事業スキーム関係図

三河安城駅周辺では高層住宅や工場が点在しており、それを商業や農業地帯が囲みとても利便性が高く

住みやすい町であるが、三河安城駅周辺の多くの公園や広場では人が活動している姿は見れない。

この町では住みやすさとは裏腹に個別化された生活の中で他者や外部との関係性を失いかけている。

2026 年のアリーナ運営に向けて三河安城は多くのコンテクストを当事者意識を持って見える化していか

なければいけない。そこで日本のデンマークである安城で生産者と消費者の垣根を超え、新たなまちの関

係を構築していくため、公共性の高い広場で開かれた六次産業を提案する。

「のきのば」ではつかうmeet の他に安城農林高校、テラノバを主な事業主体とし、畑の管理やキッチン

の管理を定期的に行う。そこでは高校生の農園があったり、地域住民が畑をレンタルして、高層住宅街

の中で「みんなの庭」として地域で作物を育てていく。食を通した地域性を強くする。

県内で一番の出荷量を誇る「イチジク栽培」を地域の農業団体を主体に地域を巻き込んでいく。

①のきノバキッチン のきカフェ

畑オフィス 学習スペース

イチジクの植え付け間隔（3~4m）に

合わせ全体のベースを設定する。

植物のグリットに対して、動線を考慮

しながら柱を落としていく。
広場であるため最低限の内部構成

広場と既存の隣接する駐車場との間の

広場に開いていくように屋根を架ける

01　個別化された三河安城

02　三河安城を見える化する

03　共有される畑

04　庭広場 05　資源の循環を促す大屋根
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分類

①のきのばキッチン

②のきカフェ

畑に囲まれたカフェ、とれた

イチジクをその場で調理し、提供される。

○新幹線入り口から入っていく時、道幅が

絞られ先の畑やオフィスの活動に目がいく

大屋根のピロティはイベントを行う余白やまち

合わせにも利用される。

S＝1/300

③畑オフィス

○畑でオフィスや学習室を隠し、自然に囲まれて集中する

イベントスペース ④学習スペース

新幹線入り口から畑と隣接した

キッチンが見える

○仕事の小休憩

○持ち寄った野菜でバーベキュー

のきのば

明治用水へ

①両サイドに開く ②雨水を収集する

断面図　S＝1/75

V 字屋根畑やキッチンなど水を必要とする空間で水によって豊かになって

きた安城で水と共存し、持続的な活動を促す広場を目指す。

のきのばキッチン：裏の畑から撮ってきたものを調理する

のきカフェ：水路による境界がカフェの空間を分ける 広場から作業部屋を見る

のきのばマルシェ：地域の高校生や主婦が自作の野菜を売る




